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1都3県の非常事態宣言も3月21日に解除となりましたが、まだまだ油断できない状況です。 

1年以上に及ぶコロナ禍のもと、皆様はいかがお過ごしでしょうか。 

皆様の心身にわたるご健康を心よりお祈り申し上げます。 

 

 

年 次 総 会 報 告 

  

2021年度総会を3月7日（日）に予定していましたが、非常事態宣言が延長されたため、今年度も「文書

送付による総会」に代えて行い、総会資料送付、質疑応答を経た後、葉書返送によりすべての議案が承認さ

れました。主な内容をご報告いたします。 

 

１． 2020年度活動報告 

 （１）国内活動 

＊上半期に出展を決定していたイベントはすべて中止、例年、秋に行われるイベントも、コロナ禍のため開

催されませんでした。 

＊会主催イベントとして11月後半にチャリティーライブ2020を予定していましたが、開催できませんでし

た。 

＊運営委員会は11回開催、その内4回はZOOMにより行いました。 

＊ニューズレターは5号発行しました。 

 （２）国外活動 

＊サルム・ジャネ小学校、サーバシ・チャム小学校、ンジャゴ第一小学校、クール・マジャベル小学校、ン

ジャウ・マリック小学校、バンブガール・マサンバ小学校、ンガティ・ナウデ小学校、ンガティ・オルディ

小学校、ンジャゴ第二小学校、サルム・ジャネ中学校、ジム・モマール・ゲイ中学校、サーバシ・チャムア

ラブ学校、ンジャゴ第一アラブ学校、ンジャゴ第二アラブ学校、ユネスコ・クラブ（クール・マジャベル聾

唖学校）に定期支援金を送りました（小学校9校、中学校2校、イスラム系学校3校、聾唖学校1校）。 

＊サルム・ジャネ中学校OBプロジェクトに150,000円を送りました。 

 

２．2021年度活動計画 

（１）国内活動 

＊夏以降に開催されるイベントがある場合、参加・出展を検討します。 

＊11月後半か12月初めに、チャリティーライブ2021開催を考えています。 

＊書籍とケベサックの販売を目的とした、セネガルフェア（仮称）開催を考えています。 
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（２）国外活動 

＊クール・サロリ・ブーヤ小学校鶏小屋計画に80,000円 

クール・サロリ・ブーヤ小学校は、フンジュン県トゥーバクータ地区にある公立小学校です。2002年創

立で、2021年1月現在98名（男子48 女子50）の生徒が在学。大変にしっかりした学校運営がなされてい

ます。 

2019年秋に鶏小屋計画への支援要請がありました。学校菜園と同様に取り組みやすい運営自立計画とい

うことで、昨年度の総会でこの計画への支援が承認されましたが、コロナ禍ですべてのイベントが中止とな

り、資金不足のために支援できませんでした。 

その後、サルム・ジャネ中学校OBプロジェクトからの戻り金が発生したため、改めて支援することにな

りました。 

＊バオバブの会は今年度末で活動を終了し、2022年は整理の年となります。上記の他の支援は、来年、整

理が終了した時点で行います。 

 

 

サルム・ジャネ中学校OBプロジェクトからの戻り金について 

 

昨年の1月、サルム・ジャネ小学校、次いでサルム・ジャネ中学校を卒業した二人の青年から、母校サル

ム・ジャネ中学校の運営自立、子どもたちの農業などの技術習得、地域の生活向上などを目的として実施す

るプロジェクトの紹介と支援の要請がありました。バオバブの会は、このプロジェクトの資金の一部として

150,000円を支援することを総会で決定し、10月初めに送金しました。 

ところが、その後、二人の青年の話に偽りがあったことがわかりました。そこで、運営委員会で討議し、

信頼関係が崩れた状態でプロジェクトを進行することはできないと判断し、白紙に戻すと同時に支援金の返

還を求めることになりました。 

現地代理人のジム・チャムさんにご尽力いただき、2月12日と3月9日の2回に分けて、支援金150,000円と

送金料400円、計150,400円（778,335Fcfa）全額が返金されました。 

 

 

クール・サロリ・ブーヤ小学校鶏小屋計画支援 

 

クール・サロリ・ブーヤ小学校鶏小屋計画支援は2020年度総会で承認されていたため、上記の戻り金が

発生した時点で行うことになりました。 

2月16日、ジム・チャムさんの息子さんにより、支援金400,000Fcfa（80,000円）が学校に届けられまし

た。計画は直ちに開始され、4月5日には動画が届きました。鶏小屋は校舎内の空いているスペースを使っ

て作られ、100羽のひよこが育てられています。 
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★★★★ ことわざで開く、アフリカ文化の窓 ★★★★ 

第３７回    見習い独裁者 

     

エル・ハッジ・マサンバ ディウフ      （訳・文責 水野） 

 

 3月の第1週、ダカールで若者たちがデモを行い、警察隊と対立する事態となりました。一体、何が起こ

ったのでしょうか？  

セネガル大統領のマッキー・サルは、現在、2期目ですので、憲法によると最終の任期にいることになり

ます。2024年に行われる次回の大統領選に立候補できません。そのため、今、 彼は、この規定を”合法的

に”破ることを少しずつ準備しています。 

皆様は、昨年の最後のニューズレターのことわざコラムを覚えていらっしゃるでしょうか。私は、そこで、

大統領選で敗れてもなお、その地位に固執するドナルド・トランプに、それならアフリカまで研修に行けば

いい、と助言しました。アフリカには、独裁者が、死ぬまでその地位に居座っている国がたくさんあるので、

そこに行って、どうしたら ”合法的に”人々の望みを打ち砕くことができるかを学んだらいい、と言ったの

です。 

セネガルでマッキー・サルがやろうとしているのがまさにそのテクニックで、具体的には以下のようなも

のです。 

１．反対派の中で破廉恥で強欲な人々には、政府の中で最もうまみのあるポストを与える。 

２．それ以外の人々に対しては、過去や現在の職務の中で、横領などの罪を、あればそれがごく小さいも

のでも暴き出し、無ければ作り出して告発し、追い詰め、牢獄に入れるか、国外に追放する。 

このようなやり方で、やがて、彼の前には敵対する人が誰もいなくなり、彼の政党も国会の中で圧倒的多

数派となります。そうすれば、国会決議により憲法を”改正”し、次回の、誰も対立候補のいない、言わば作

り物の大統領選に立候補し、勝利を勝ち取ることが容易になるわけです。 

しかし、私は、そんなことはやめたほうがいいのにと思います。 なぜなら、彼の前任者、アブドゥライ・

ワッドが、2012年にそれに失敗しているからです。 ワッドは人々からその道を阻まれました注１。 

  マッキー・サルは、このワッドの経験から、セネガルの人々が、民主主義と、アフリカでもっともそれ

が発達している国というセネガルのイメージを大切にしていることを知っているはずです。アフリカの他の

国ではできても、セネガルではできないことがあることを。それなのに、彼はやろうと決めたようです。セ

ネガルのウォロフの人々が、「 山羊は、臼がひっくり返ったのを見ても、空になったのを確かめに行かず

にはいられない」注２と言うとおりです。 

  マッキー・サルは徐々に反対派の一掃に成功していますが、一人、思い通りにいかない人物がいます。

それはウスマン・ソンコといい、これまでの60年間にアフリカの政治の舞台から悲劇的に排除された20人

以上の指導者と同じことをやっている人です注3。 

ウスマン・ソンコは、15年間、国税監査官として、国のために誠実に働きました。政治の世界に入った

のはつい最近のことです。 若いエリートたちが、 年少の頃より見てきた悪い政治家たちを一掃してセネガ

ルの政治世界に新風を吹き込むために、政党を結成し、その党首にソンコを望みました。当初、彼は断りま

した。しかし、セネガルの政治世界を知り尽くしている彼は、その状況への憂慮と強い愛国心に突き動かさ

れ、また、若い人々の懇願に負けて、そのPASTEF（労働・倫理・博愛のためのセネガル愛国党）の党首に

就任し、政治の世界に入ったのでした。 

このようなソンコに対しては、買収もできないし、彼のかつての仕事の中でなんらの過ちも見つけること
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ができなかったため、マッキー・サルとその一味は、ソンコを陥れる陰謀を作りました。それは、彼が持病

である関節症の痛みを和らげるために通っているマッサージサロンの女性従業員に、ソンコから性的暴行を

受けたと訴えさせる、というものでした。 目的は、ソンコのイメージを汚すのと、場合によっては牢獄に

入れることで、言い換えればソンコをセネガルの政治の世界から永久に追放することでした。 

今はインターネットの時代です。ソンコ告発 のニュースは、またたくまにセネガルの国内中に広がり、

国外に住んでいるセネガル人のもとにも伝えられました。 そして、告発に対する捜査が始まってすぐ、人

びとは、これは政敵に対する陰謀ではないかと思うようになりました。なにしろ、マッキー・サルは独裁者

といってもまだ見習いにすぎないので、やり方も穴だらけだったからです。セネガルのトゥクロールの人々

のことわざに、「嘘はすぐに大きくなるが、長くは生きられない」というのがあります。 

  衝突が始まったのは、3月2日、ソンコが召喚されたときでした。何百人もの若者たちが、ソンコと共に

ダカールの裁判所に行こうとしました。他の都市でも、若者たちが、司法の象徴である警察署の前に集まり

ました。 彼らはプラカードを掲げ、 歌を歌いながら行進しました。”もし政府が我らのソンコを傷つけよ

うとするならば、我々は許さない、断固反対する”という歌でした。始め、彼らの行動は穏やかなものでし

た。ところが政府は直ちに警官を動員しました。後で、この動員は騒ぎが大きくなったときのための備えだ

ったと弁解しましたが。いずれにしろ、若者たちと警官隊の衝突は避けがたいものでした。 そして、まる

で磁力を帯びたように、この衝突は国中に広がりました。  

その結果、性的暴行容疑に加えて、公共の治安を乱したという理由が加わり、ソンコは拘束されました。 

衝突はますます激しくなり、1週間続き、12人の死亡、フランス系のスーパーマーケットやガソリンスタン

ド、警察車両、政治リーダーの家が焼かれるという結果になりました注４。セネガルではきわめて稀な事態

です。 

遂に政府はソンコをこれ以上拘束しておくことができなくなり、3月8日、ソンコを解放しました。 ルワ

ンダのツチの人々のことわざに「ごまかしは昼食をとれたとしても、夕食は食べられない」というのがあ

ります。 

. しかし、人々は、ソンコが再び拘束され牢獄に入れられるばかりでなく、生命まで奪われることを心配

しています。なぜなら、マッキー・サルとその政権は、自分たちの目的のためならソンコの殺害も辞さない

ことを知っているからです。また、マッキー・サルの側には、しばしば法を無視してはばからず、もっぱら

大統領の意志を忖度して事を行うので有名な司法関係者が、少なくとも4人いるからです。コートジボワー

ルのバンバラの人々はこう言います。「権力のある者は、正しくても正しくなくても、常に正しくなる」。 

ソンコは、解放されたとき、次のような演説を行いました。「皆さん、忘れないでください。この事件は、

政治問題に変えられてしまいましたが、実は、単に、私と私を訴えている女性との間の問題です。そして、

この訴訟は続いていて、まだ終わっていません。」実際、当事者二人も証人たちもそろっていて、いつでも

裁判の場に行ける状況なので、訴訟が進み、すぐにでも判決がでるはずなのです。けれども、私は、そうは

いかないと思います。 

インターネットを始めとする多くのメディアを通して、たくさんの事実が明らかになっているので、現在

では、みんなが、これはマッキー・サル大統領自らが直接かかわっている陰謀であり、政治問題であると理

解してきたからです注５。したがって、司法当局も、自分たちが面目を失う恐れがある訴訟を、早急には進

めようとしないのです。まさに、コンゴ民主共和国のバソンゲの人々のことわざの実例です。「召使とその

主人の裁判で、もしなかなか判決がでなかったら、正しいのは召使」 

3月9日より、セネガルには静けさが戻ってきました。けれども、ソンコが要請したように、若者たちは

油断せず、いつでも行動できるような体制をとっています。 解放時、ソンコは、慎重であるとともに断固
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たる演説を行いました。 彼は、マッキー・サル大統領とその政権が引き起こした一連の法の冒涜、門閥主

義、放漫政治、ますます悪化する収賄行為を明らかにし、これに対しての戦いをやめないと宣言したのです。

彼の演説は、数分後にマッキー・サル大統領が行ったそれと対照的なものでした。 

マッキー・サルは、ソンコについても、今回の騒ぎのきっかけとなった性暴力事件についても、まったく

言及しませんでした。彼はただ、人々に冷静になって欲しいと訴えました。新型コロナウイルス感染による

ロックダウンと若年層の失業増加による人々の怒りと不満を充分に理解している、と言いました。そして、

夜間外出禁止の時間短縮と若年層の就業創出のための予算を増やすことを約束して終わりました。この問題

が起きる前、マッキー・サルと彼の側の人々は、尊大な態度で人々に向かっていました。ところが、騒動が

始まったとたん、彼らは押し黙り、大統領として当然の発言もないままでした。そして、その長い沈黙の後

が、このような演説だったのです。 

 恐怖は居場所を変えた、ということですね。 

 

注1：2012年、当時の大統領、アブドゥライ・ワッドは、任期終了を前にして、3度目の大統領選に立候補するため、

憲法を”改正”しようと画策していました。国会議員たちがそれを話し合い、決議することになった日、若者たちが路上

に出て、国会議事堂に向かいました。終日続いた対立のあと、遂に、その計画は放棄され、ワッドは立候補を断念し

ました。それで、マッキー・サルが大統領になったのです。面白いことに、マッキー・サルは、自身が9年前に戦った

ことを、今やろうとしているのです。 

 

注2：昔、セネガルの村々では、さまざまな穀物を臼に入れ、杵でついて粉にしていました。鶏や山羊や羊といった家

畜たちは、女性たちがその仕事を終わった後、地面にこぼれた実をひろいにきたり、臼に顔を突っ込んで残りかすを

食べていたものです。現在、多くの村では、臼と杵は機械に変わりました。 

 

注3：1960年代、アフリカの多くの国々が独立しました。しかし、それは名ばかりのものでしかありませんでした。ヨ

ーロッパ人たちは、彼らの利益を守り、植民地支配を続けるために、彼らの意志を実行する操り人形のような指導者

を残して去ったのが事実でした。植民支配者と正面から向き合い、「独立とは、食べるもの、買うもの、生産するもの

を自由に選択し、売るものの値段を自由に決めることであり、人々の利益に従って、経済と教育の 方向を自由に選択

することである」と主張した指導者は、すべて、殺されるか、牢獄で一生を終える結果となりました。少なくとも22

人が、フランスかその共犯者によって抹殺されています。 最後の暗殺の犠牲者は、ブルキナファソのトーマス・アン

カラです（1987年10月15日）。 フランスにより引き起こされたクーデターにより倒された最後の犠牲者は、コートジ

ボワールのローラン・ガンボです（2011年4月11日）。 

 多くの人々が、ソンコもまたそのような犠牲者になるのではないかと心配しています。 

 

注4：若い人々は、注3の事実と、フランスが今なおセネガル経済の８０％を支配していることを知っています。そし

て、彼らの国を貧しいままにとどめ、発展を阻んでいるのはフランスだと認識しているので、このような行動にでる

のです。 

 

注5：なにしろ未だ見習いの独裁者のやることですから、計画も杜撰、実行も穴だらけで、これは陰謀であるという証

拠が次々に出てきています。 .現在、数百にも上る音声やビデオのメッセージが、インターネット上をとびかっている

状況です。 

この記事を書いている今も、非常に有名で、常にたくさんの情報をつかんでいる、あるジャーナリストの声がとび
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こんできました。 彼の主張の中から次の3点を皆さんにお伝えします。これで、確かに陰謀であると理解していただ

けると思います。 

 

１．マッキー・サルが、ソンコから性的暴行を受けたと訴えている女性、アディ・サールと会ったということを、皆

さんにお伝えします。今のところ、その正確な日付は言うことができませんが、2021年1月21日から23日の間である

ことは確かで、その証拠を掴んでいます。 

２．皆さんは、今、なぜ、ソンコが、演説の中で、「マッキー・サルに、彼はアディ・サールを知っているかどうか聞

いてください」と言ったのか、おわかりでしょう。つまり、私だけでなく、ソンコもまた、マッキー・サルが彼女を

大統領公邸に迎えたという証拠を持っているのです。 

３．アディ・サールは、ソンコを告訴する報酬として、2億Fcfa（約4千万円）を要求し、それを受け取りました。私

は、彼女が銀行から2億Fcfaを引き出したときの写真を入手しています。彼女はそれ以外の要求もしたようですが、今

はまだ、それについては明らかにしません。 

 

もし、これらの主張が虚偽のものであるならば、このジャーナリストはただちに拘束されているはずです。なぜな

ら、マッキー・サルの政権は、もっとささいなことで人々を告発し拘束してきたのですから。彼が無事であるという

ことが、この主張が正しいことのなによりの証拠であると思います。 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バ オ バ ブ の 会      

〒240-0054 横浜市保土ヶ谷区西谷1丁目8-7  TEL 045‐373‐0059  

代表 エル・ハッジ・マサンバ ディウフ 

寄付振込先: ゆうちょ銀行振替口座 00200=1 45215  

三菱ＵＦＪ銀行八重洲通り支店普通口座no.1523673 

★HP：http://the-baobab.org 

★Mail:info.the.baobab.assoc@gmail.com HP内の「お問い合わせはこちら」からご連絡

いただけます。 

★Face Bookページ名：バオバブの会The Baobab Association 

URL：http://www.facebook.com/the.baobab.association 
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